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2026年 1月 13日 

企 業 会 計 基 準 委 員 会 

サステナビリティ基準委員会 

カ ナ ダ 会 計 基 準 審 議 会 

カナダサステナビリティ基準審議会 

 

企業会計基準委員会及びサステナビリティ基準委員会の委員長とカナダ会計基

準審議会及びカナダサステナビリティ基準審議会の議長による共同会議を 

トロントで開催 

 

 

企業会計基準委員会（ASBJ）及びサステナビリティ基準委員会（SSBJ）の川西安喜

委員長とカナダ会計基準審議会（AcSB）のアーマンド・カピショルト議長及びカナダ

サステナビリティ基準審議会（CSSB）のウェンディ・バーマン議長は、2026年 1月 12

日にカナダのトロントで会合を開催しました。 

 

両会計基準設定主体の委員長及び議長は、お互いの活動の最新の状況を提供すると

ともに、双方の活動が国際会計基準審議会（IASB）による将来のアジェンダ策定にど

のように寄与し得るか議論を行いました。 

 

また、両サステナビリティ基準設定主体の委員長及び議長は、自身の法域における

サステナビリティ開示基準の適用状況を含め、それぞれの活動の最新情報について報

告しました。さらに、双方のサステナビリティ基準設定主体の取組みが国際サステナ

ビリティ基準審議会（ISSB）の活動にどのように寄与し得るかについても議論を行い

ました。 

 

加えて、IASB及び ISSBの母体組織である IFRS財団と各国の会計基準設定主体及び

サステナビリティ基準設定主体がどのように連携できるかについても議論を行いまし

た。 

 

ASBJ及び SSBJ並びに AcSB及び CSSBは、今後も対話を継続していくことに合意し

ました。 

 

川西 安喜 ASBJ委員長兼 SSBJ委員長は次のように述べています。 
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「トロントで今回の会合を主催いただいた AcSB議長のアーマンド・カピショルト氏及

び CSSB議長のウェンディ・バーマン氏に心より感謝申し上げます。世界各地の企業活

動や財務報告の状況を理解することは、高品質な国際的な財務報告の基準を策定する

上で重要であり、今回の AcSB及び CSSBとの議論は、カナダにおける状況を理解する

上で極めて有益なものでした。今後も AcSB及び CSSBとの建設的な対話を継続してい

くことを楽しみにしています。」 

 

アーマンド・カピショルト AcSB議長は次のように述べています。 

 

「カナダは、高品質な国際会計基準の開発に長年貢献してきました。ASBJとの対話

は、IASBの活動に情報を提供する上で、各法域の視点や実務経験を共有することの重

要性を改めて示すものです。各国の基準設定主体が継続的に関与することにより、国

際基準がグローバルに一貫性を保ちつつ、多様な資本市場のニーズに応え続けること

が可能となります。」 

 

ウェンディ・バーマン CSSB議長は次のように述べています。 

 

「サステナビリティ報告が進化し続ける中で、他国の基準設定主体との強固な関係

は、高品質で国際的に整合したサステナビリティ開示を作成し、維持していく上で不

可欠です。今回、カナダにおけるサステナビリティ関連財務開示の経験を日本の基準

設定主体と共有できたこと、そして SSBJの経験や優先事項について理解を深める機会

を得られたことを大変嬉しく思います。各国の基準設定主体間及び ISSBとの継続的な

協働は、効果的な導入を支え、世界中の投資家が求める情報ニーズに応えていく上で

極めて重要です。」 
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企業会計基準委員会（ASBJ）について 

企業会計基準委員会（ASBJ）は、2001年7月に公益財団法人財務会計基準機構

（FASF）の下に設立されたプライベート・セクターの機関です。ASBJが開発した会計

基準は、金融庁により日本において一般に公正妥当と認められた企業会計の基準とし

て認められることとなります。ASBJは、企業が活動している環境を適切に反映した会

計基準及び適用指針を開発しています。ASBJは、海外の会計基準設定主体とコミュニ

ケーションを取り、グローバルな会計基準の開発に貢献しています。ASBJに関する詳

細な情報は、ウェブサイト（https://www.asb-j.jp/jp/）をご参照ください。 

 

サステナビリティ基準委員会（SSBJ）について 

サステナビリティ基準委員会（SSBJ）は、2022年7月に公益財団法人財務会計基準機

構（FASF）のもとに設立されたプライベート・セクターの機関です。SSBJは、2025年3

月に我が国最初のサステナビリティ開示基準を公表しました。金融商品取引法の下で

のサステナビリティ開示基準の法的枠組みは、金融庁が決定することとなっておりま

す。SSBJは、国際サステナビリティ基準審議会（ISSB）の法域別ワーキング・グルー

プ（JWG）のメンバーであり、サステナビリティ基準アドバイザリー・フォーラム

（SSAF)の初期メンバーの1つに選任されています。SSBJに関する詳細な情報は、ウェ

ブサイト（https://www.ssb-j.jp/jp/）をご参照ください。 

 

カナダ会計基準審議会（AcSB）について 

カナダ会計基準審議会（AcSB）は、パブリック・セクターを除くすべてのカナダ企

業が用いる会計基準を定める権限を有する独立の機関です。AcSBは、すべてのプライ

ベート・セクターのカナダ企業が財務報告を行うための基準を定めることを通じて、

また、国際的に認められた財務報告基準の開発に貢献することを通じて、公共の利益

に貢献しています。AcSBは、独立の機関として、財務諸表利用者が十分に情報を得て

経済的意思決定を行うことを支援するために、カナダ会計基準の開発及び維持を行っ

ています。その開発及び維持は、プライベート・セクターのカナダ企業が報告する財

務業績に関する高品質な情報を提供する基礎となるフレームワークを維持することを

通じて行われています。会計基準は、取引その他の事象について、財務諸表において

どのように認識し、測定し、表示し、開示すべきかを定めています。AcSBに関する詳

細な情報は、ウェブサイト（www.frascanada.ca）をご参照ください。 

  

https://www.asb-j.jp/jp/
https://www.ssb-j.jp/jp/
http://www.frascanada.ca/
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カナダサステナビリティ基準審議会（CSSB）について 

カナダサステナビリティ基準審議会（CSSB）は、カナダにおけるサステナビリティ

開示基準の採用を推進する役割を担っています。CSSBは、国際サステナビリティ基準

審議会（ISSB）が策定したグローバルなベースライン基準と整合させつつ、カナダの

公益に資するために必要な修正を加えたカナダ版サステナビリティ開示基準を開発し

ています。また、CSSBは、ISSBが設置するサステナビリティ基準アドバイザリー・フ

ォーラム（SSAF）のメンバーでもあり、国際的な議論への貢献というCSSBの使命の第2

の側面を支える役割を果たしています。 

https://www.ifrs.org/groups/ifrs-sustainability-standards-advisory-forum/
https://www.ifrs.org/groups/ifrs-sustainability-standards-advisory-forum/

